
地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
「
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ネ
ッ
ト
」
（
代
表
理
事
・

栗
谷
義
樹
・
参
加

法
14

人
）
に
、
産
婦
人
科
「
す

こ
や
か
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
（
鶴
岡
市
東
原

町
）
が
参
加
し
、
不
妊
治

療
施
設
が
日
本
海
総
合
病

院
に
４
月
開
設
さ
れ
ま

す
。

法
人
間
の
連
携
を
推
進

地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
と
は
、
山
形
県
Ｈ
Ｐ
で

は
、

「
地
域
医
療
構
想
の
実
現

に
向
け
、
地
域
の
医
療
機

関
相
互
間
の
機
能
の
分
担

・
連
携
を
推
進
し
、
質
の

高
い
医
療
を
効
率
的
に
提

供
す
る
た
め
に
、
医
療
法

の
改
正
に
よ
り
平
成

年
29

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
制

度
」

「
医
療
機
関
の
機
能
の
分

担
及
び
業
務
の
連
携
を
推

進
す
る
た
め
の
方
針
を
定

め
、当
該
方
針
に
沿
っ
て
、

参
加
す
る
法
人
の
医
療
機

関
の
機
能
の
分
担
及
び
業

務
の
連
携
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
一
般
社

団
法
人
を
、
都
道
府
県
知

事
が
地
域
医
療
連
携
推
進

法
人
と
し
て
認
定
す
る
も

の
」
と
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
他
に
、
「
よ

ね
ざ
わ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ

ト
」
（
認
定
・
令
和

年
5

９
月

日
）が
あ
り
ま
す
。

25

４
年
前
の
請
願
は
全
会

一
致
採
択

鶴
岡
市
議
会
で
は
、
４

年
前
の
令
和
３
年
（
２
０

２
１
）
６
月
議
会
に
、「
地

域
密
着
型
医
療
連
携
推
進

法
人
」
の
創
設
の
検
討
を

求
め
、
「
鶴
岡
地
区
と
庄

内
二
次
医
療
圏
の
地
域
医

療
提
供
体
制
の
抜
本
的
改

革
を
求
め
る
請
願
」
（
鶴

岡
の
医
療
連
携
の
在
り
方

と
庄
内
二
次
医
療
圏
構
築

を
求
め
る
市
民
会
議
・
代

表
仲
川
昌
夫
）
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
て
い
ま
す
。

紹
介
議
員
は
全
て
の
会

派
で
、
長
谷
川
剛
（
共
）

石
塚
慶
（
新
政
）
、
石
井

清
則
（
市
民
）
、
黒
井
浩

之
（
公
）
、
草
島
進
一
（
無
）

の
５
人
。

厚
生
常
任
委
員
会
の
審

査
の
経
過
が
本
会
議
で
報

告
さ
れ
、
会
議
録
で
確
認

で
き
ま
す
。

法
人
の
メ
リ
ッ
ト

紹
介
議
員
は
、
法
人
設

立
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
「
医
師
不
足
、
看
護

師
不
足
な
ど
に
対
応
す
る

人
材
確
保
、
人
事
交
流
、

ま
た
薬
剤
や
機
器
の
共
同

購
入
、
院
内
清
掃
な
ど
の

業
務
の
共
同
委
託
に
よ
る

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
さ
ら
に

は
緊
急
時
や
災
害
時
の
支

援
が
法
人
内
で
可
能
と
な

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

検
討
に
至
ら
な
い
理
由

市
当
局
へ
の
質
疑
で

は
、
法
人
の
設
立
を
こ
れ

ま
で
検
討
し
て
こ
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、
「
当
地

域
の
医
療
介
護
連
携
は
Ｎ

ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
取
組
を
は
じ

め
と
し
て
対
外
的
に
も
一

定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
鶴
岡
市
の
国
保

に
お
い
て
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
が

全
国
で
も
上
位
で
あ
り
、

地
域
の
医
療
費
の
削
減
に

地
域
医
療
機
関
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、法
人
設
立
の
議
論
、

検
討
に
は
至
ら
な
か
っ

た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
や
懸
念
は

ま
た
、
法
人
設
立
に
つ

い
て
デ
メ
リ
ッ
ト
や
懸
念

は
あ
る
か
と
の
当
局
へ
の

質
疑
に
、
「
こ
の
制
度
が

参
加
す
る
法
人
の
機
能
分

担
や
業
務
連
携
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
趣
旨

に
賛
同
し
た
法
人
が
一
般

社
団
法
人
を
設
立
す
る
仕

組
み
で
あ
る
た
め
、
明
ら

か
な
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
は

な
い
」と
答
え
て
い
ま
す
。

３
病
院
連
携
の
地
域
包

括
ケ
ア
パ
ス

将
来
に
向
け
た
本
市
の

医
療
提
供
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
の
当
局
へ
の
質
疑

で
は
、
「
地
域
医
療
連
携

の
新
た
な
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
問
題
点
等
を
検

証
し
た
上
で
関
係
機
関
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

請
願
が
採
択
さ
れ
、
市

長
に
送
付
さ
れ
ま
し
た

が
、
鶴
岡
市
に
お
け
る
法

人
設
立
の
検
討
は
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

市
立
荘
内
病
院
の
医
療

連
携
は
、
肺
炎
の
患
者
を

支
援
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
パ
ス
」
（
荘
内
病
院
、

鶴
岡
協
立
病
院
、
庄
内
余

目
病
院
が
連
携
）
や
、「
地

域
医
療
連
携
パ
ス
」
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
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▽
知
事
選
投
開
票
か
ら
４
日
後
の
木
曜

日
、
県
労
働
組
合
総
連
合
の
知
事
へ
の

要
望
に
同
席
し
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た

要
望
書
で
は
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

度
の
創
設
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

国
に
求
め
る
事
を
中
心
に
、
保
育
士
配

置
基
準
改
善
、
学
校
給
食
無
償
化
、
高

等
教
育
無
償
化
と
国
立
大
学
法
人
へ
の

交
付
金
増
額
等
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

知
事
は
、
「
地
域
別
最
賃
制
度
は
地

方
と
都
市
部
の
格
差
で
あ
り
、
人
口
流

出
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
私
は
早

く
か
ら
全
国
一
律
に
す
べ
き
と
主
張
し

て
き
た
。

ま
た
、
全

国
知
事
会

男
女
共
同

参
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

（
吉
村
知

事
が
リ
ー

ダ
ー
）
と

し
て
も
、
若
者
・
特
に
女
性
の
流
出
抑

制
に
も
大
事
と
提
言
し
て
き
た
。
今
後

も
政
府
施
策
へ
の
提
案
で
働
き
掛
け
て

い
き
た
い
」
等
、
要
請
に
応
え
る
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

私
は
、
２
０
１
５
年
６
月
議
会
で
、

こ
の
問
題
を
県
議
会
で
初
め
て
提
案
、

翌
年
か
ら
県
は
、
都
道
府
県
で
初
め
て

政
府
へ
の
提
案
を
始
め
ま
し
た
。

▽

日
、
鶴
岡
・
酒
田
商
工
会
議
所
等

31
が
主
催
し
た
「
庄
内
空
港
の
機
能
拡
充

に
関
す
る
研
修
会
」
に
出
席
。
山
形
大

学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
山
田
浩
久
氏

の
、
観
光
に
よ
る
地
域
経
営
戦
略
と
庄

内
空
港
の
意
義
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴

講
し
ま
し
た
。
「
通
年
５
便
化
、
新
規

路
線
な
ど
機
能
拡
充
の
中
で
滑
走
路
延

長
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
優
先
順
位
か
、
良

く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
冷

静
な
検
討
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）



第
２
次
鶴
岡
市
食
文
化

創
造
都
市
推
進
プ
ラ
ン
策

定
に
係
る
第
２
回
懇
談
会

が
１
月

日
開
催
さ
れ
ま

31

し
た
。

市
で
は
ユ
ネ
ス
コ
食
文

化
創
造
都
市
の
認
定
を
受

け
て
、
２
０
１
９
年
に
第

１
次
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
５
年
が
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
次
期
プ
ラ
ン
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
家
族
構

成
の
変
化
や
、
農
水
産
物

の
産
出
額
、観
光
入
込
数
、

食
に
関
す
る
志
向
な
ど
、

調
査
結
果
を
う
け
、
第
２

次
プ
ラ
ン
案
が
担
当
課
か

ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

食
に
関
す
る
健
康
志
向

が
高
い
こ
と
や
、
外
国
人

観
光
客
の
「
ハ
ラ
ー
ル
」

「
ビ
ー
ガ
ン
」
、「
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
」
な
ど
、
料
理
人

か
ら
宗
教
上
や
菜
食
志
向

の
具
体
的
な
事
例
や
、
飲

食
店
で
の
接
客
対
応
の

「
人
材
不
足
」
な
ど
の
課

題
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

出
羽
商
工
会
の
出
席
者

か
ら
も
、
従

業
員
の
定
着

や
料
理
人
の

育
成
、
労
働

・
雇
用
の
対

策
と
支
援
が

必
要
と
の
声

が
出
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
の
菓

子
組
合
の
方

か
ら
は
、
加

入
組
合
員
が

半
減
し
、
伝
統
的
な
雛
菓

子
な
ど
の
技
術
伝
承
の
危

機
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
高
校
か
ら
の
出
席

者
か
ら
は
、
生
徒
の
探
求

型
授
業
で
の
農
産
加
工
な

ど
の
事
例
が
述
べ
ら
れ
、

食
改
善
グ
ル
ー
プ
や
食
活

動
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
伝

統
食
の
食
材
か
ら
伝
承
に

む
け
た
地
域
活
動
や
、
嚥

下
食
の
広
が
り
な
ど
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

市
で
は
今
回
の
懇
談
会

の
意
見
を
踏
ま
え
、
第
２

次
推
進
プ
ラ
ン
案
を
公
表

し
、
市
民
に
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
求
め
、
年
度

内
に
策
定
し
ま
す
。

今
回
の
懇
談
会
に
は
、

農
業
や
水
産
業
な
ど
生
産

に
携
わ
る
団
体
の
委
員
が

欠
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

肝
心
の
地
域
の
食
を
支

え
る
根
幹
部
分
で
の
取
組

み
や
、
地
域
環
境
の
考
え

方
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た

の
か
、
疑
問
が
残
り
ま
し

た
。環

境
に
や
さ
し
い
特
別

栽
培
や
、
有
機
農
業
な
ど

の
取
組
、
学
校
給
食
で
の

地
場
産
利
用
の
拡
大
な

ど
、
課
題
が
示
さ
れ
る
中

で
、
生
産
基
盤
の
維
持
振

興
と
支
援
や
、
市
民
全
体

が
地
域
の
食
の
豊
か
さ
を

享
受
で
き
る
対
応
が
大
切

と
考
え
ま
す
。

菅
井
巌
市
議
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
1月30日入札分

・令和6年災第9201号市道湯野浜12号線道路災害復旧工事（湯野浜地内）（入
札3業者うち2業者辞退）
(株)山本組 9,150,000円（9,220,000円）工期～5/16（落札率99.24％）

藤島庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月30日入札分

・令和6年災33-104鷺畑第一揚水機場災害復旧工事（電気設備）（入札9業者）
三和メイテック(株) 124,500,000円（124,830,000円）工期～8/3/6（落札率99.74％）

日
本
共
産
党
は
、
現
職

の
す
な
だ
茂
候
補
の
２
期

目
必
勝
を
目
指
し
、
党
鶴

岡
市
議
団
も
応
援
に
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

す
な
だ
茂
氏
は
こ
れ
ま

で
、
高
校
卒
業
ま
で
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
や
、

国
保
税
の
子
ど
も
均
等
割

軽
減
、
横
断
歩
道
設
置
・

改
善
な
ど
、
建
設
的
提
案

任
期
満
了
に
伴
う
三
川

町
議
会
議
員
選
挙
が
４
日

告
示
、
９
日
投
票
で
始
ま

り
、
定
数

人
に

人
が

10

11

立
候
補
し
、
１
人
は
み
出

し
の
少
数
激
戦
と
な
っ
て

い
ま
す
。

で
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

た
。今

度
は
、
学
校
給
食

費
無
償
化
を
、
町
民
と

一
緒
に
取
り
組
ん
だ
１

１
８
１
人
の
署
名
を
力

に
、
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

党
鶴
岡
市
議
団
団
長
の

菅
井
巌
議
員
は
、「
国
民
、

町
民
の
力
で
政
治
を
変
え

る
た
め
に
、
共
産
党
議
員

の
議
席
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

大
丈
夫
だ
と
の
楽
観
論

を
許
さ
ず
、
す
な
だ
候
補

を
当
選
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

す
な
だ
候
補
は
、
自
立

の
三
川
町
を
支
え
、
町
民

の
暮
ら
し
を
守
る
町
政
実

現
を
全
力
で
訴
え
、
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

鶴岡市議会の女性議員４人が、「シルク」議

会に向けて、皆川市長に申し入れを行いまし

た。（３日、市役所）


